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低侵襲・精密医療の実現に資するラマン分光学的生体組織検知法の創出

ラマン分光法は、細胞や組織にレーザー光を照射し発生するラマン散乱光を測定・解析するだけ
で、対象を前処理することなく状態や種類により鑑別できる。しかし、ラマン散乱光は微弱であり、
空間解析では長い時間を要するため、医療分野への応用は進んでいない。本研究では生体組織を
迅速にラマンマッピングできる分光分析法を開発する。開発手法は、従来のラマンマッピング分光分
析法とは違い、検査対象となる全領域を一括で測定する。光は検査対象となる領域にのみ照射する
ため、非検査対象領域への不要な光照射に伴う光毒性や測定精度の低下を回避する。

開発手法を発展させ、手術中に発生しうる重要組織の損傷や病変組織の取り残しの回避、手術時
間の短縮を可能にする医療機器の実現を目指す。これにより、患者の術後QOLの向上、医師の精
神的・身体的負担軽減などの医療課題解決に貢献する。まずは、目視による判別が難しい末梢神経
の術中検知を目指し、生きたラットやイヌ、およびヒト臨床検体などを対象とし、神経検知性能の評
価を実施している。

現在の開発段階は基礎研究〜非臨床試験段階にあり、特許はラマンマッピングの方法及び装置に
関するものと、可搬プローブ化に関するものをそれぞれ2022年1月国内（2024年7月米欧移行）
と、2023年7月国内（2024年6月PCT）に出願済である。

図.開発機器（左）を用いた末梢神経多点同時ラマン分光計測（中）による神経/非神経の判別（右）


